
（別紙３）

～ R7年　6月　３０日

（対象者数） 25 （回答者数） 18

～ R7年　6月　３０日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援ツールや活動の工夫をしていく。

2

コミュニケーションを図り参加しやすいようにしていく。

3

活動内容の充実を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

会報や送迎時に伝えていく。

2

会報や送迎時に伝えていく。また、面談時に連絡ができるか
確認をしたり、災害時の引き渡し場所の確認を行っていく。

3

会報や送迎時に伝えていく。

お互いに話し合い解決に向けていく事ができる トラブルがあった時は話し合いの場を設け、大人が答えを
出さないようにし、子供が考え行動できるようにしている。

○事業所名 ［Nico］

○保護者評価実施期間 R7年　6月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R7年　6月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R6年　９月　１２日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

外遊びを通して地域交流がしやすい サッカーや⿁ごっこ等地域の子も入りやすい活動を提供してい
る。

異年齢での交流ができる
（小１～高１）

活動の際のグループ分けに配慮したり、自由時間では
どの子も入りやすい遊びを提供したり環境を整えている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流はしているが保護者の方に伝わっていない アンケート結果に内容などがわからないという保護者の方も多
かったので伝わり切れていない。

避難訓練を３か月に１回行っているが周知できていない 子供の避難訓練は定期的にできているが、引き渡しや連絡方法
など保護者の方と練習ができていない。

父母会や保護者交流の場があっても周知しきれていない 情報発信が出来ていない。

事業所における自己評価総括表公表


